
2022年 1月 2日（1週目) 主日礼拝                   「世界宣教する教会」(使徒 1:1-8) 

神様の約束を信じるように。その時に、神様が生きておられることを体験する。約束は聖書に書かれており、聖書を旧約と新約に分けている。聖書の約束で重要なことは、メシヤ

を送られるという約束である。 

1.聖書の約束 2.御座の祝福 3.世界宣教する教会 

▲約束の聖書の御言葉は成就される。なぜ、女の子孫を

遣わすと約束して下さったのか。生まれながらにして偶

像崇拝をして悪魔の奴隷となった為である。 

1)創 3:15―マタイ 16:16 

・人間は、神様から全てもらって生きている。 

・しかし、アダムとエバは自分が神になろうとした。 

・その時から悪魔に全てのものを奪われた。 

・悪魔の奴隷となってしまっている。 

・悪魔の奴隷になった人間を救う為キリストを送った 

・私達の人間の問題は、キリストが解決した。 

・救いを成就するというのが聖書の約束である。 

2)マタイ 1:1(アブラハムの子孫、ダビデの子孫、イエス・ 

キリストの系図。) 

・アブラハム,ダビデの子孫を通しキリストが生まれた 

3)ヨハネ 19:30(イエスは、酸いぶどう酒を受けられると、 

「完了した」と言われた。)  

・約束の通りにキリストが十字架にかけられ完了した 

・完了をしたことを信じると主が生きている事を体験 

・人生の問題を全て解決して下さった。 

・ただキリストの信仰によって、聖霊充満を受ける。 

4)使徒 1:1 

・キリストが、十字架にかけられ復活された。 

5)3つの祭り―出 23:14－16 

使 1:1(過ぎ越しの祭り・キリスト) 

使 1:8(五旬節・聖霊充満) 

使 1:3(収穫感謝・神の国) 

 

〇約束 

1、キリストが全ての問題を完了された。 

2、キリストを信じる人に聖霊充満が与えらえる。 

3、世界福音化が成就され、主が再臨される。 

 

＊3つの約束を忘れない為に 3つの祭りを行った。 

 

▲キリストを信じる私達に聖霊充満を与えて下さる。 

1)使徒 1:4-5 

・キリストを信じた瞬間に聖霊様が私の内に宿る。 

・三位一体の神様が私達の内に宿られた。 

―三位一体の神様が私を御座にして共におられる。 

・私達が神様の神殿になった―信じるように。 

〇使徒 1:8 

・聖霊が臨まれる時に力を受ける(ダイナマイトの力)。 

・私を強くする方によりどんな事も出来る(ピリ 4：13)。 

・聖霊充満と 5つの力を与えて下さる。 

2)御座の祝福－三位一体 

・キリストを信じた時に三位一体の神様が宿る。 

・御座の祝福が、私の内に臨まれるようになった。 

・信じる時に、知恵・力が現れるようになる。 

・聖霊充満が、臨まれれば素晴らしい祝福が臨む。 

・キリストが私の主人となるように。 

〇24時間、聖霊充満になるように。 

・朝：聖霊充満と 5つの力を受ける。 

・昼：全ての人・事を伝道につなげる。 

・夜：一日を振り返りながら癒されるように。 

3)３、９、３の祝福 

①3 御座の祝福：三位一体の神／インマヌエル／5力 

②9 つの御座の能力 

   ・3セッティング：創 1:27/創 2:7/創 2:1-18 

・3つの超越  : 御座/時空間/237国に光 

・3つの空前絶後: 私/教会/業 

③3つの時代の祝福：牧師/重職者/レムナントと副牧師 

 

※3つの空前絶後について 

・私：私自身が強くなる時に、世界宣教を出来る。 

・教会：福音宣教教会を通して、世界宣教を出来る。 

・業：私の仕事を通して、世界宣教をすることが出来る。 

 

〇私,教会,業を弱くする暗闇の力をキリストの御名で砕く 

 

▲世界宣教をする教会となれるように。伝道・宣教のため

に働き、交わり、献金をする。 

〇使徒 1:3  

・神の国とは、世界福音化をすることが出来る国。 

〇私達が、世界宣教をしていく。 

〇御座の祝福を味わうと世界宣教の御業が起こる。 

〇私 24／教会 24／現場(業)24を味わう。 

1)マタイ 28:18-20  

・神様は、私達を世界宣教するために召された。 

・全世界に出ていき、全ての造られた者に福音を伝える 

2)マルコ 16:15 

・世界宣教をすることが出来るように。 

3)使徒 11:19-31 

4)3時代 

・牧師／重職者：70 人の弟子をたてる。 

／レムナント,副教職者：70か所の地教会をたてる。 

・ルカ 10:1(その後、主は、別に七十人を定め) 

〇私達は伝道と宣教にオールインをする。 

〇神様は必ず世界福音化をなされる。 

・最後の目的地は世界福音化である。 

・今年は、教会で世界宣教機構(WMO)をたてる。 

・世界の災いが止められることが出来るように。 

5)マタイ 24:14 

―伝道・宣教をした時に終わりの日が来る。 

▲結論 

〇詩篇 91:6-7  

・私を世界福音化するために守られる。 

・疫病が近づく、コロナから守られるようになる。 

・何も私達には問題になることはない。 

〇詩篇 91:11-13 

・獅子を踏みつけるような答えを受ける。 

・ただキリスト、ただ世界福音化の契約を固く掴む。 

・世界宣教をする時に、全ての答えがついてくる。 

〇詩編 91:14 

・神様が私を愛するから守り助けて下さる。 

〇詩編 91:16 

・今年は一度も葬儀がないような恵みがあるように。 



現場地教会（2022 年 1 月 2 日～2022 年 1 月 9 日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】            「世界宣教する教会」(使徒 1:1-8) 

  

【讃美】                   277 やみに住む人々みよ 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。 

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と 237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。 

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 

 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

 

お知らせ 

 

 

〇1 月 8 日(土)10：30 幼児・幼稚修練会 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


